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第 7 回東アジア包摂都市ネットワークの構築に向けた国際ワークショップ 

報告書の刊行に寄せて 

 

 都市研究プラザは、大阪市立大学が創設以来蓄積してきた「都市研究」の実績をもとに、

2006 年 4 月に開設された。「プラザ」という名称を付したのは、研究者だけではなく、都

市において様々なまちづくりの実践に取り組む人々もそこに集い、相互に刺激を与え合い、

新たなアイデアを産み出すことができるような「広場」としての役割を果たしていきたいと

考えてのことであった。 

 その後、2007 年度には、文部科学省が、我が国の大学の教育研究機能の一層の充実・強

化を図り、世界最高水準の研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、

国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、もって、国際競争力ある大学づく

りを推進することを目的として創設した、グローバル COE プログラムの拠点のひとつに

選ばれた。そして、2007 年度から 2011 年度までの 5 年間、文部科学省の財政的支援の下

に、「文化創造と社会的包摂に向けた都市の再構築」をテーマとする研究拠点形成推進事業

に取り組んだ。その成果を受け継いでさらに、2014 年度には、文部科学大臣より「共同利

用・共同研究拠点」としての認定を受けた。現在は、この認定を踏まえて、全国の関連研究

者のコミュニティが都市研究プラザを拠点として、大阪市立大学がこれまで蓄積してきた

都市研究の知的リソースや人的・組織的ネットワークを活用し、最先端の都市研究に取り組

んでいただけるよう、そのための基盤整備に努めているところである。 

 そしてこの間、都市研究プラザは、一貫して、東アジア諸国において都市を基盤として研

究活動を推進している諸機関や、都市問題の解決に向けた実践に取り組んでいる諸団体と

の交流に注力してきた。東アジア諸国の都市は、それぞれに特色を有しつつも、グローバル

化の進展の下での社会的排除に関連したいくつかの共通した問題に直面しており、それゆ

えに、それぞれの都市における諸経験を突き合わせ、それらの諸経験の理論的および実践的

な含意を検討することが、それぞれの都市が直面している問題の解決に資することになる

であろうと考えてのことである。 

 そうした都市研究プラザの都市間交流の核となるのが「東アジア包摂都市ネットワーク

の構築に向けた国際ワークショップ」であり、その第 1 回を 2010 年に台北で開催して以

来、ソウル、大阪、香港、そしてまた台北と、4 都市において回り持ちで開催し、今年で 7 

回を数えるに至った。本報告書は、その「第 7 回東アジア包摂都市ネットワークの構築に

向けた国際ワークショップ」における報告に際して各報告者が提出した資料を収録したも

のである。 

 大阪において開催されたこの第 7 回のワークショップでは、各国の研究機関に所属する

研究者や都市問題の解決に実践的に取り組む NGO・NPO のメンバーに加えて、都市自治

体の職員にも報告をお願いした。その結果、都市問題とその解決策をめぐる議論が、これま

で以上に多面的ないしは多角的に展開することになったと自負している。また、大阪市、八



尾市、堺市の 3 市を移動しつつ、それぞれの都市において都市問題の解決に向けて実践的

な取り組みがなされている現場を訪問するとともに、アジア諸国における同様の実践的な

取り組みについての報告を受け、議論を繰り広げるというスタイルは、参加者に多くの刺激

を与えた。その結果、ワークショップの最終日には、「インクルーシブ都市ネットワーク構

築に向けた共同宣言」が提案され、参加者の多くがそれに賛同し、署名した。 

 そうしたワークショップの模様を伝える本報告書が、都市問題に関心を寄せる多くの 

人々に読まれ、研究や実践の参考にしていただけたならば、これに勝る喜びはない。 

 

                         大阪市立大学都市研究プラザ所長 

                                 阿部 昌樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



趣旨 

 
21 世紀は「都市の世紀」と称されるように、世界的な規模での都市への⼈⼝集中が⾒ら

れた。それに伴い、「貧困の都市化」のような、都市や特定の地域が貧困や排除と結び付い
ていくプロセスが注⽬されるとともに、都市空間の脆弱性の⾼まりに起因する都市問題へ
の対応が喫緊の課題となっている。排除に⽴ち向かうために、不利を被っている集団や地域
住⺠の声も⾒逃すことはできない。これまで、とりわけ東アジアの国や地域では、欧⽶の諸
都市とは異なり、強⼒な政府のイニシアチブによってこのような問題に対応してきた。その
結果、世界が⽬を⾒張るような経済成⻑を成し遂げてきた。これらの地域の経済や社会発展
のプロセスを、開発主義や⽣産主義という観点から論ずる研究も増えてきている。 

経済や産業再編のグローバルな圧⼒によりさらされている⽇本、韓国、台湾、中国(⾹港
特別⾏政地域を含む)等、東アジアの国や地域は、安定した雇⽤どころか、ヘルスケア、教
育、住まいを含む社会保障、さらに市⺠権に⾄るまでの、あらゆる包摂的な社会システムへ
のアクセスにおいて、⼀層厳しい現実にさらされている。これらの諸課題に取り組むため、
私たちは、ここ数年にわたり、東アジアインクルーシブシティネットワーク(EA-ICN)の形
成に向けた努⼒を続けてきた。今回のワークショップは、そのネットワークのさらなる発展
に向けた出発点として、EA-ICN のプラットフォームの構築を⽬指すものであり、都市間の
交流をいっそう進めることが期待される。 

 

 
 



プログラム＆写真 

ワークショップⅠ：各都市における都市包容性にかかわる現状理解と実践経験の共有

8 月 21 日（月）

9:15 ホテル中央オアシス宿泊者集合

9:15～9:30 移動

9:30～10:00 開場 受付（西成情報アーカイヴ：もと弘治小学校 地下鉄花園町駅すぐ）

10:00～10:30 事例報告①

0. 地下鉄花園町駅周辺の単身向け共同住宅用途のフレキシブルな変遷

Flexible Transition of tenement use for singletons in Osaka’s Hanazonocho Area

水内俊雄・キーナー ヨハネス・陸麗君・上田光希・木村優輝（大阪市立大学）

Toshio Mizuuchi, Johannes Kiener, Lijun Lu, Mitsuki Ueda, Yuki Kimura (Osaka City

University)

10:30～11:15 現地視察①-1（地下鉄花園町周辺のフレキシブルな共同住宅用途の実態：地元

不動産業主、工務店主とめぐる）

案内：川田洋史（トラックスホーム代表）、中尾清司（ライフナカオ代表）



11:30～12:30 Session 1：ジェントリフィケーション・空間をめぐる都市政治（西成情報

アーカイヴ） 

Session 1：各都市の実践経験を共有。各都市はテーマ(ジェントリフィケーション、団地再生・

再開発等)に関連して各々二つ以上の報告を行う。行政サイドの政策システムに関する報告

(関連条例等支援制度及び民間実践-社会的企業、コミュニティビジネス等)、各報告は 10 分

(通訳含み 20 分)以内で報告する。 

 

1. ソウルの都市開発におけるホームレス 

Homeless in Urban Development of Seoul 

Mi-Hwa Tae (The Homeless Action Korea) 

2. 社会的弱者の賃貸住宅トライアル計画 

―ホームレスシェルターと民間賃貸住宅市場とのギャップを埋める 

House the vulnerable: fix the gap between homeless shelter and rental housing market 

陳姿宜（芒草心慈善協会） 

Zihyi Chen (Homeless Taiwan Association) 

3. ’Nano’-isation: Hong Kong’s Isotopia  

Wing-Shing Tang (Hong Kong Baptist University) & Joanna Wai-ying Lee (The Chinese 

University of Hong Kong) 

 

 



12:30～13:30 昼食 

13:30～16:00 現地視察①-2（地下鉄花園町駅―北加賀屋駅―北加賀屋周辺―地下鉄玉出駅

―帝塚山周辺―南海帝塚山駅）北加賀屋案内：西川亮（NPO Co.to.hana コト

ハナ） 

16:00～17:00 移動（南海帝塚山駅―浅香山駅）17:00～18:00 事例報告&現地視察②（関西

大学堺キャンパス） 

浅香山病院精神科病棟による「ココ今ニティー写真展」の取り組み・ 

NPO kokoima による精神障がい者への居場所支援 

 

4. 表現的実践を通じた「ケア観」の変遷にまつわる研究 

―大阪府堺市 kokoima でのアクションリサーチから 

アサダワタル（大阪市立大学）・小川貞子（NPO 法人 kokoima） 

Wataru Asada (Osaka City Univ.) & Sadako Ogawa (Kokoima) 

 

18:00～19:00 移動（南海浅香山駅―南海新今宮駅） 

19:00～21:00   懇親会：大よし 

8 月 22 日（火） 

9:30 集合（オアシス） 

9:30～10:30 移動（JR 新今宮―JR 八尾） 

 



10:30～12:30 現地視察&事例報告③（八尾市安中人権コミュニティセンター） 

5. トッカビ（Tokkabi Association）の成り立ちととりくみ

朴洋幸（NPO 法人トッカビ）

Yanghaeng Park (Tokkabi Association)

12:30～14:00 昼食（八尾市安中人権コミュニティセンター） 

14:00～18:00  Session 2：各都市におけるまちづくりと居住福祉の実践経験の理解と共有 

Session 2：ホームレスや障がい者をはじめとする社会的弱者への支援に向けた行政及び民

間部門からの実践、各都市における居住福祉実践経験の共有。各国からは各々二つ以上

の報告を行う。第一は行政側の政策システムにかんする報告(社会住宅制度及び居住支援

サービス等)、第二に民間の居住資源(民間住宅ストック、支援組織・関連サービス)を活用し

た居住貧困層対象の民間団体による居住支援。各報告は 10 分(通訳含み 20 分)以内で報

告する。 

6. 八尾市における地域分権推進によるまちづくり

田中誠太（八尾市長）

Seta Tanaka (Mayor of Yao City)

7. 韓国における「住居福祉棟」政策のあり方について

―公共賃貸住宅の新規建設から老朽化した団地の再生へ

Infill development in public housing estates in Korea:

Finding its place between new supply and stock improvement

ナム ウォンソク（ソウル研究院）

Won-Seok Nam (Seoul Institute)

8. 青年居住とジェントリフィケーション：韓国の平凡な 30 代の青年の事例を中心

に

Youth housing and gentrification

チョ ヒョンジュン・ユン ソンノ（Minsnail Union）

Hyeonjun Cho & Seongno Yun (Minsnail Union)

9. Searching: the Way Home – Borrowing the voices of the homeless

Constance Ching (Univ. of Science-Malaysia) & Geerhardt Kornatowski (Osaka City

Univ.)

10. 「住宅法」改正後：台湾における住宅補助と社会住宅政策のブレークスルーと

展望

徐志維（社会住宅推動聯盟）

Chih-Wei Hsu (Social Housing Advocacy Consortium)



11. 居住者主体による住まいづくりの可能性 

A Report on the Possibility of Housing by residents 

西野雄一郎（福岡大学工学部建築学科） 

Yuichiro Nishino (Fukuoka Univ.) 

12. 障がい者や生活困窮者等の居宅確保の解決に取り組む、居住支援型社会的事業

の実践 

齋藤宏直（NPO 法人みやぎ「こうでねいと」） 

Hironao Saito (Miyagi Koudeneito) 

13. 家の外から中まで：高齢者の賃貸支援と居住者への寄添い 

張偉瑜（崔媽媽基金会） 

Weiyu Chang (Tsuei Ma Ma Foundation) 

14. 韓国における貧困層を対象にした住居福祉の現状と改善の方向性 

Status and Improvement of Housing Welfare System for Poor People in Korea 

ユン エソク（貧困社会連帯） 

Aesuk Yun (Korean Prople’s Solidarity against Poverty) 

（15:50～16:10 休憩） 

19:00〜21:00 懇親会 

8 月 23 日（水） 

 



8:30 新今宮駅・南海－JR 改札口前集合 

8:30～9:30 移動（南海新今宮駅―泉北高速鉄道泉ヶ丘駅―槇塚台センター） 

9:30～12:00 現地視察&事例報告④泉北ほっとけないネット・スマイルセンター（槇塚台

地域会館）

12:00～12:45 昼食（槇塚台地域会館にて） 

12:45～14:00 移動（槇塚台センター―泉ヶ丘駅―南海堺東駅） 

14:00～17:00 Session 3：都市ネットワーク会議（堺市役所本館 3 階 第 1 会議室）

Session 3：東アジア包摂都市ネットワークの構築に向けた各都市政府の期待と展望に関す

る都市代表者の提言を受け、「インクルーシブ都市ネットワーク構築に向けた共同宣言」が

提案される。 

15. 生活保護世帯の大学生等の生活と不安

―堺市生活保護世帯の大学生等生活実態調査からみる高等教育進学の在り方

鷲見佳宏（堺市健康福祉局生活福祉部生活援護管理課）

Yoshihiro Washimi (Department of Health and Welfare, Sakai City)

16. 生活困窮者自立支援制度と大阪市事業

今里幸男（大阪市福祉局自立支援課）

Yukio Imazato (Department of Welfare, Osaka City)

17. Hong Kong Public Housing Policy and Compassionate Rehousing

Betty Lai Man Lee (St. James’ Settlement)

18. SH ソウル住宅都市公社―住居福祉の実践事例

キム スジン（ソウル住宅都市公社）

Su-Jin Kim (Seoul Housing & Communities Corporation)

19. ソウル市の共同体住宅、社会住宅、支援住宅の紹介

ソン ホジャ（ソウル市住宅政策課）

Ho-Jae Song (Housing Policy Division, Seoul City)

20. 始興（シフン）市型住居福祉事業「ウルトチョン」

ヤン ミンホ（京義道始興市）

Min-Ho Yang (Siheung City)

21. ジェントリフィケーションから共生都市へ―ジェントリフィケーション防止政策

カン ヒュング（城東区役所）

Hyung-Gu Kang (Seongdong-gu Office)

（15:30～15:40 休憩） 

17:30～19:30 送別懇親会（市庁舎地下「森のキッチン」）



8 月 24 日（木） 

ワークショップⅡ：ホームレス支援現場及び大阪市住まい公社リノベーションプロジェク

トの視察

9:00 西成プラザ集合

9:30～11:40 ホームレス支援現場およびあいりん地域とその周辺の土地利用変化の状況視

察

（釜ヶ崎支援機構・新シェルター、あいりん総合センター）

11:40～12:20 昼食

12:20～13:00 移動（地下鉄動物園前―本町―大阪港）

13:00～15:00 大阪住まい公社リノベーションプロジェクトの視察（コーシャハイツ港１号

棟）

15:00～15:30 移動（大阪港―新今宮）

15:30 解散 









報告内容 

http://www.ur-plaza.osaka-cu.ac.jp/2017/12/06/report-collection_2017ea-icn/

Session 1：ジェントリフィケーション・空間をめぐる都市政治（⻄成情報アーカイヴ）

0．地下鉄花園町駅周辺の単⾝向け共同住宅⽤途のフレキシブルな変遷
⽔内俊雄・キーナー ヨハネス・陸麗君・上⽥光希・⽊村優輝（⼤阪市⽴⼤学）
Flexible Transition of tenement use for singletons in Osakaʼs Hanazonocho Area
Toshio Mizuuchi, Johannes Kiener, Lijun Lu, Mitsuki Ueda, Yuki Kimura (Osaka City
University)

1．ソウルの都市開発におけるホームレス
Homeless in Urban Development of Seoul
Mi-Hwa Tae (The Homeless Action Korea)

2．社会的弱者の賃貸住宅トライアル計画
―ホームレスシェルターと⺠間賃貸住宅市場とのギャップを埋める
陳姿宜（芒草⼼慈善協会）
House the vulnerable: fix the gap between homeless shelter and rental housing market
Zihyi Chen (Homeless Taiwan Association)

3．ʼNanoʼ-isation: Hong Kongʼs Isotopia
Wing-Shing Tang (Hong Kong Baptist University) & Joanna Wai-ying Lee (The Chinese
University of Hong Kong)

4．表現的実践を通じた「ケア観」の変遷にまつわる研究―⼤阪府堺市 kokoima でのアクシ
ョンリサーチから
アサダワタル（⼤阪市⽴⼤学）・⼩川貞⼦（NPO 法⼈ kokoima）
Wataru Asada (Osaka City Univ.) & Sadako Ogawa (Kokoima)

5．トッカビ（Tokkabi Association）の成り⽴ちととりくみ
朴洋幸（NPO 法⼈トッカビ）
Yanghaeng Park (Tokkabi Association)

https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S1-01.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S1-02.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S1-04.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S1-05.pdf


Session 2：各都市におけるまちづくりと居住福祉の実践経験の理解と共有 
 
6．⼋尾市における地域分権推進によるまちづくり 
⽥中誠太（⼋尾市⻑） 
Seita Tanaka (Mayor of Yao City) 
 
7．韓国における「住居福祉棟」政策のあり⽅について―公共賃貸住宅の新規建設から⽼朽
化した団地の再⽣へ 
ナム ウォンソク（ソウル研究院） 
Infill development in public housing estates in Korea: Finding its place between new supply 
and stock improvement 
Won-Seok Nam (Seoul Institute) 
 
8．⻘年居住とジェントリフィケーション：韓国の平凡な 30 代の⻘年の事例を中⼼に 
チョ ヒョンジュン・ユン ソンノ（Minsnail Union） 
Youth housing and gentrification 
Hyeonjun Cho & Seongno Yun (Minsnail Union) 
 
9．Searching: The Way Home ‒ Borrowing the voices of the homeless 
Geerhardt Kornatowski (Osaka City Univ.) & Constance Ching (Univ. of Science-Malaysia) 
 
10．「住宅法」改正後：台湾における住宅補助と社会住宅政策のブレークスルーと展望 
徐志維（社会住宅推動聯盟） 
Chih-Wei Hsu (Social Housing Advocacy Consortium) 
 
11．居住者主体による住まいづくりの可能性 
⻄野雄⼀郎（福岡⼤学⼯学部建築学科） 
A Report on the Possibility of Housing by residents 
Yuichiro Nishino (Fukuoka Univ.) 
 
12．障がい者や⽣活困窮者等の居宅確保の解決に取り組む、居住⽀援型社会的事業の実践 
齋藤宏直（NPO 法⼈みやぎ「こうでねいと」） 
Hironao Saito (Miyagi Koudeneito) 
 
13．家の外から中まで：⾼齢者の賃貸⽀援と居住者への寄添い 
張偉瑜（崔媽媽基⾦会） 

https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-06.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-07.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-08.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-09.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-10.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-11.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-12.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-13.pdf


Weiyu Chang (Tsuei Ma Ma Foundation) 
 
14．韓国における貧困層を対象にした住居福祉の現状と改善の⽅向性 
ユン エソク（貧困社会連帯） 
Status and Improvement of Housing Welfare System for Poor People in Korea 
Aesuk Yun (Korean Propleʼs Solidarity against Poverty) 
 
Session 3：都市ネットワーク会議 
 
15．⽣活保護世帯の⼤学⽣等の⽣活と不安 
―堺市⽣活保護世帯の⼤学⽣等⽣活実態調査からみる⾼等教育進学の在り⽅ 
鷲⾒佳宏（堺市健康福祉局⽣活福祉部⽣活援護管理課） 
Yoshihiro Washimi (Department of Health and Welfare, Sakai City) 
 
16．⽣活困窮者⾃⽴⽀援制度と⼤阪市事業 
今⾥幸男（⼤阪市福祉局⾃⽴⽀援課） 
Yukio Imazato (Department of Welfare, Osaka City) 
 
17．Hong Kong Public Housing Policy and Compassionate Rehousing 
Betty Lai Man Lee (St. Jamesʼ Settlement) 
 
18．SH ソウル住宅都市公社―住居福祉の実践事例 
キム スジン（ソウル住宅都市公社） 
Su-Jin Kim (Seoul Housing & Communication Corporation) 
 
19．ソウル市の共同体住宅、社会住宅、⽀援住宅の紹介 
ソン ホジャ（ソウル市住宅政策課） 
Ho-Jae Song (Housing Policy Division, Seoul City) 
 
20．始興（シフン）市型住居福祉事業「ウルトチョン」 
ヤン ミンホ（京義道始興市） 
Min-Ho Yang (Siheung City) 
 
21．ジェントリフィケーションから共⽣都市へ―ジェントリフィケーション防⽌政策 
カン ヒュング（城東区役所） 
Hyung-Gu Kang (Seongdong-gu Office) 

https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S2-14.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-15.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-16.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-17.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-18.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-19.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-20.pdf
https://log.osaka/ur-plaza/wp1/wp-content/uploads/2017/12/S3-21.pdf


共同宣⾔ 
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